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５月23日（土）第11会場　午後2:00～4:30
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女 子 大 学 生 の 被 服 色 彩 嗜 好 の 季 節 的 嬰 因
（19    7   8 年 ～19    9    1 年 ）

樟 蔭 東 女 子 短 大　 ○ 家　永　晶　子

大 手 前 女 子 短 大　　 浦　畑　育　生

的　 女 子 短 大 生 が 大 学 の 被 服 構 成 実 習 で 製 作 し た ブ ラ ウ ス の 検 討 に ひ き 続 い て、 今 回

カ ート に 選 ん だ 布 地 の 色 彩 嗜 好 に季 節 的 要 因 が 作 用 し て い る か ど う か 検 討 し て み た。

法　 調 査 試 料 は、 学 生 が 被 服 構 成 実 習 で 製 作 し た ス カ ート に 選 ん だ 布 地（ 約8    0   0 件)

用 し た。　 各 年 ご と　及 び 季 節 ご と　に 分 類 し て、 前 報（ 日 本家 政 学 会 関 西 支 部 発 表平

３ 年 １ ０ 月 ） と 同 様 に 測 色 値 を 求 め た。 そ の 数 値 に 基 づ い て、 夏、 冬 スカ ート の 明 度 の

較　及 び 経 年 変 化、 刺 激 純 度 比 較　及 び 経 年 変 化、 各 年 毎 の 色 度 図　色 相 分 布 を　求 め た。

結 果　 全 体 的 に み て、 女 子 大 学 生 の ス カ ート の 色 彩 嗜 好 に は 年 毎 の 大 き な 変化 は あ まり

ら れ ず、 季 節 的 要 因 が 作 用 し て い る。 概 略 的 に 次 の よう に ま と め ら れ る。. ①　L    ･

明 度 ） で み る と、 一 般 に夏 スカ ー ト は 高 明 度 型 で、 冬 スカ ー ト は 低 明 度型 の 傾 向 が あ る

詳 細 に 分 類 す れ ば 夏 ス カ ート は 高明 度 型、 中明 度 型、 低 明 度 型 の ３ グ ル ー プ に 分 か

る
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高 明 度 型、 低 明 度 型 の ２ グ ル ー プ に 分 か れ る 年 と が あ る
冬 ス カ ー ト で は 低

ル ープ だ け が 目 立ち、 中、 高 明 度 の グ ル ープ は 殆 ど 見 あ た ら な い。　　　 ②　 Ｐ e゛

度 ）で み る と、 明 度 に 比 べ て 夏、 冬 の 違 い は 少 な い。　　　 低 い 刺 激 純 度 の も の は、

ト の 方 が 冬 ス カ ー ト よ り 多 く 見 ら れ る。
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高 い 刺 激 純 度 の 範 囲 で は、 逆 に 冬 ス

夏 ス カ ー ト は、･ 白 っ ぽ く て 熱 反 射 の 効 率 の

る 淡 色 が 好 ま れ、 ベ ー ジ ュ、 ク リ ー ム、 サ ッ ク スブ ル ー、 ネ ー ビ ーブ ル ー が

逆 に 冬 スカ ート は 黒 っ ぽ く て 保 温 性 が あ り、 温 か み の あ る 暖 色 が 好 ま れ、 え

子 紺、 鉄 紺 な ど が 多 く 好 ま れ て い る。
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環 境 と安 全 色　 一　 帽 子 の 場 合 一

園 短 大　 芦 渾 昌 子

目 的　 農作 業 に 携 わる 人 々の 高 齢化, 農 業 の 機 械 化 が 進 む につ れ て 、 農 作 業 事 故 が 年 々

増 加 し て い る 。そ の 内 容 は 、機 械 の転 倒 、機 械 操 作の 誤 り 等 が 多 い が 、 そ れ と 同 じ 位 、 不

注 意 、 うっ か り に よ る も の が 多 い 。そ の 中 で 、 圃 場 内 に お け る 交 通 事 故 様 の も の が 。 多 発

し て い る 。そ れ は 高 齢 化 に 伴 い 耳 が 遠く な っ た り 、 敏 捷 性 に 欠 け た り 又 働 い て い る も の が

家 族 と い う 安 心 感 か ら 、 注 意 を 怠 っ た 結 果 と い う も の が 多 い 。 そこ で 、 注 意 を う な が す 安

全 色 を 農 作 業 に 導 入 す る 事 を 目 的 に 作 業 用 帽 子 の 色 を 検 討 し た.

方 法　 市 販 の 野 球 帽1    4 色（ 蛍 光 染 料 の も の は 除 く ）を 剌 激 とし て 採 用 し た 。 各 々 の 剌

激ii 帽 子 か ら ５×5    c.に 切 り と り 厚 紙 に 張 っ て 作 成 し た 。 実 験は 照 度 の 自 由 に 変 え る 事 の

出 来 る 実 験 室 で 行 っ た 。 照 度 は 点 灯 本 数 、 サ イ リ ス タ ー に よ る 調 光 、蛍 光 灯 を 覆 っ た カ バ

ー の ス リ ット 巾 に よ って 調 節し た. 今 回 採 用 し た 照 度 は1000,     10．0.  1 1 I の ３ 段 階 で あ る

又 目 立 ち は 背 景 の 影 響 が 非 常 に 大 きい の で 、 背 景 と し てＮ 2. N 5,  N   9 の グ レ ー を 用 い た 。

被 験 者ii  5 名 。 実 験fi  1 人 ５ セ ッ ショ ン 行 っ た 。

結 果　 １ 日 立 ち 得 点は 剌 激 を 選 ん だ 順 に 高 い 得 点 を 与 え.     5 人 の 平 均 を と っ た 。 背 景 Ｎ

２の 場 合 、 明 る いI 000  I Iの 場 合 は 赤 が□ 。８ で 最 高 点 と なっ て い る の に 対 し 紺 は1  . 9 の 最 低

点 と な っ て い る 。 とこ ろ が0.  1 I Iに な る と 赤fi  3. 3 と な り纏 は 変 化 し な い が 、 空 色 は 明 る

い 時 の8.  3 が 暗 い 所で は11.6 に 上 昇し て い る 。2    , 圃 場 内は 作 物 の 生 育 に よ り 、 葉 の 色 や

生 産 物 の 色 が変 化 す るの で 、 そ れら の 背 景 に よっ て 有 効な 帽 子 の 色 は 異 な る.      3 、 色 の 目

立 ち 空 間 を 適 用し た 結 果 、 圃 場 とい う 実 際 の 場に おい て 有 効 で あ っ た 。
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